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目標分解と学習要素設定のシステム ̶ 遠隔ゴールから直近ゴールへ（山崎）

資料1
『外国語教育のめやす』

の指標

提案するシステム～次の手順により学習項目を設定する

1.「コミュニカティブなゴール（※）」を設定する。※最終的な到達目標＝最
終的な評価の対象となる成果物／パフォーマンス
2. そのゴールに到達したことを示す「証拠」を手に入れるテストを考える。
3. そのテストに合格するためには（そして良い成績をとるためには）学習が
何を知っていてどんなことができればよいかをリストにする。
4. そのリストの項目を1つずつ消化するためにはどのようなゴール（より小さ
なゴール）を設定すればよいかを考える。
5. [2]に戻って、同じ作業を繰り返す。それ以上、小さなゴールに分解できな
くなったら、そこで学習要素設定は終了する。



「中国語で応対ができる店員」として、自分の住む地域の特産品を紹介できるようにする。

姿だけは中国語対応の店員になる。

どんな格好
をしたら
「中国語で
応対できる
店員」に見
えるか考え
させる。

評価のため
の活動

状況設定: あなたの住む町には中国人観光客が多
くやってきます。あなたは中国語の能力を買われ
て、町営の土産物店でアルバイトをし、主に中国
人観光客の応対を担当することになりました。

挨拶を中国語でできるようにする。

中国語で自
分の名前が
どうなるか
を理解す
る。

中国語で名
前を記した
名札を作る

中国の芸能
雑誌を見
て、自分の
知っている
日本人の名
前がどうな
っているか
調べ、気が
ついたこと
をまとめさ
せる。

自分の名前
を中国語に
「翻訳」
し、指導者
に見てもら
う。

どんな挨拶
が必要かを
考えさせ
る。

中国語で最
初と最後の
挨拶（決ま
り文句の）
をする

評価のため
の活動

日本の習慣
を振り返
る。

市井のイタ
リア料理店
や中華料理
店で、イタ
リア語や中
国語の挨拶
を聞くこと
はないか？
あれは何と
言っている
のか？

教科書の“你
好／您好”が
お店でも使
える（＝
「いらっし
ゃい」に相
当する機能
をもつ）こ
とに気づか
せる。

大声で言う
練習をす
る。

最後の挨拶
（“��”“�
迎再来”な
ど）も必要
なことに気
づかせる。

ロールプレ
イ: 客役の学
習者がお店
に入ってき
たとき、出
ていくとき
に適切に挨
拶をさせ
る。

教科書第1課の知識項目と対応

簡体字と拼
音で自分の
名前を表記
した名札を
作る。



＜概称＞を
使って大ま
かな分類を
できるよう
にする

商品の名称
を表現でき
るようにす
る。

商品の簡単な紹介をできるようにする。地域の特産
品を売る店
ではどのよ
うな物を売
っているか
を理解させ
る。

上位語を使
って商品の
分類をでき
るようにす
る。

簡単なコメ
ント（形、
色、味）を
付け加えら
れるように
する。

実地調査を
してレポー
トにまとめ
る。

「これは××
と言いま
す」という
文型を導入
する。

第1課で学習
した“叫”が
物の名前に
使えること
に気づかせ
る。

指示詞を導
入

音訳語をつ
くる遊び

名産品の名
称を中国語
に翻案する
遊び

評価のため
の活動

予め学習者
が選んで準
備しておい
た品物を紹
介する（名
称と分類の
み）プレゼ
ンをさせ
る。

「中国語で応対ができる店員」として、自分の住む地域の特産品を紹介できるようにする。

「これ／あ
れは～で
す」と指示
する

評価のため
の活動

自分の持つ
語彙を駆使
して「一种
○○」「××
的○○」の
形で、いろ
いろな物を
説明する。

指示詞を導
入

前の課に戻
って“是”を
導入

“一种玩
具”“京都的
点心”などの
組み合わせ
でかなりの
ことが表現
できること
に気づかせ
る。

「特産品を
売る店」の
レポートか
ら、どのよ
うな概称が
必要かを考
える。

第1課の「国
名」を再提
示して＜地
名＞が中国
語でどう表
されるかを
提示する。

“食品、�
料、点心、
玩具...”など
の概称を学
習

色と形と味
を形容する
語彙を習得
する。

色・形・味
を表現する
構文を習得
する。

特産品を紹
介するため
にはどのよ
うな色・
形・味に関
する語彙が
必要化を考
えさせる。

色・形・味
などを表現
するにはど
のような構
文が必要か
を調べさせ
る。

評価のため
の活動

予め学習者
が選んで準
備しておい
た品物を紹
介する
（色・味・
形に関する
コメントを
含む）プレ
ゼンをさせ
る。

教科書第2課の知識項目と対応

教科書第3課の知識項目と対応



商品の値段を伝えられるようにする。 客からの質問に反応できるようにする。

「中国語で応対ができる店員」として、自分の住む地域の特産品を紹介できるようにする。

設定された
値段を伝え
られるよう
にする。

値段に対す
る質問に反
応できるよ
うにする。

台湾元／人
民元に換算
できるよう
にする。

総括的な
評価のた
めの活動

ロールプレ
イを行う。

設定 評価項目

状況設定と
同じ。

自分で作っ
た名札等を
使い、店員
のかっこう
をする。

自分が選ん
で準備をし
た品物を使
う。

◆かっこう
◆応対の態度
◆説明の適切さ
◆選んだ商品の適切さ

値段を聞い
てくる質問
のバリエー
ションを理
解する。

値段を中国
語で表現す
る。

数と位取り 通貨単位 評価のため
の活動

与えられた
日本円の金
額を中国語
で表現す
る。

中国語の数
と位のシス
テムと日本
のそれとの
違いに気づ
かせる。

気づいたこ
とをリスト
アップさせ
る。

日本円の表
現のしかた
に気づかせ
る。

大陸や台湾
の通貨単位
を理解す
る。

紙幣や貨幣
などを見
て、気づい
たことをレ
ポートす
る。

「為替レー
ト」を理解
する。

いろいろな
手段を使っ
て為替レー
トを調べ
る。調べる
スキルを身
につける。

評価のため
の活動

与えられた
日本円の金
額をその時
点でのレー
トにより、
台湾元／人
民元に換算
して表現す
る。

挨拶や理解
できる質問
に対応でき
るようにす
る。

理解できな
い質問に対
応できるよ
うにする。

教科書第4課の知識項目と対応

1) 挨拶を理解し反応する。
2) 商品の説明を求められたと
き、それを理解し、予想の範
囲で対応する。
3) 値段を聞かれたとき、それ
を理解し答える。
4) 値引き交渉をされたとき、
それを理解し拒絶する。

1) 聞き返す。
2) 他のコミュニケーション手
段（筆記など）を選択する。
3) 降参する。

評価のため
の活動

教師が用意
した質問に
対し適切に
返答する。



【資料2】『新版1年生のためのコミュニケーション中国語』（白水社）の構成

ビルトインされた学習項目 ビルトインされた「場面」

1
人称代名詞

中国人と会って自己紹介1 “是”，“也是～” 中国人と会って自己紹介1
“呢”省略疑問文

中国人と会って自己紹介

2

指示代名詞（�，那）

これは中国の点心です2
“�”疑問文

これは中国の点心です2 “不”否定文 これは中国の点心です2
“什么”疑問文

これは中国の点心です2

＜名詞＞的＜名詞＞

これは中国の点心です

3
指示代名詞（�个，那个）

店で服を買う3 形容詞述語文 店で服を買う3
“怎么�”述語文

店で服を買う

4

数詞
道端で買い物4 命令“吧” 道端で買い物4 動詞・形容詞＋数量補語 道端で買い物4

金額
道端で買い物

5

場所指示代名詞

ホテル内の施設の場所を聞く5
動詞“在”

ホテル内の施設の場所を聞く5 助動詞“要”“想” ホテル内の施設の場所を聞く5
場所化をする“-里”

ホテル内の施設の場所を聞く5

方位詞

ホテル内の施設の場所を聞く

6
“有”所有

レストランで注文6 名詞修飾“什么” レストランで注文6
助数詞

レストランで注文

7

時点の表現（日単位）

長城に行く相談7
時点の表現（一日の中で）

長城に行く相談7 時点の表現（時刻） 長城に行く相談7
［時点の表現］＋動詞

長城に行く相談7

動詞＋時量＋目的語

長城に行く相談

8

文末助詞“了”

ホテルで部屋を取る8 否定詞“没有” ホテルで部屋を取る8 “不”否定と“没有”否定 ホテルで部屋を取る8

“�是”選択疑問文
ホテルで部屋を取る

9 前置詞“从”と“到” タクシーに乗る9 二重目的語を持つ“�” タクシーに乗る

10

助動詞“可以”

デパートで試着10
助動詞“能”

デパートで試着10 助動詞“会” デパートで試着10
前置詞“在”

デパートで試着10

動詞の重ね型

デパートで試着

11
前置詞“�”を使った文

ホテルでトイレが壊れた11 “是”の無い名詞述語 ホテルでトイレが壊れた11
“去／来”＋動詞句

ホテルでトイレが壊れた

12 “是...的” サイフを無くして紛失届12 番号の表現 サイフを無くして紛失届
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